
(57)【要約】

【課題】多室空気調和機の冷房運転及び除湿運転におい

て、接続されている複数の室内機の中に異なる能力ラン

クの室内機が存在しても、室内機の能力ランクに応じて

室内膨張弁開度補正量を適正に配分することができ、室

外機から最も離隔した室内機と最も近接した室内機に対

し膨張弁補正値の配分を変えることにより能力の平均化

を図ることができる多室空気調和機の膨張弁制御方法を

提供すること。

【解決手段】冷房運転あるいは除湿運転時、圧縮機に吸

入される冷媒の過熱度を演算し、圧縮機から吐出される

冷媒の温度を検知し、演算された冷媒過熱度と検知され

た冷媒吐出温度から運転中の全室内機の膨張弁開度増減

分の合計を演算し、個々の室内機の熱交換器過熱度に基

いて膨張弁操作量を演算し、膨張弁開度増減分の合計を

個々の室内機の能力ランクに応じて配分し、配分された

膨張弁開度増減分により膨張弁操作量を補正するように

した。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
能 力 可 変 型 圧 縮 機 と 四 方 弁 と 室 外 熱 交 換 器 と を 有 す る 一 つ の 室 外 機 に 対 し 、 室 内 熱 交 換 器
と 室 内 膨 張 弁 と を 有 す る 複 数 の 室 内 機 が 接 続 さ れ た 多 室 空 気 調 和 機 に お い て 、
冷 房 運 転 あ る い は 除 湿 運 転 時 、 前 記 圧 縮 機 に 吸 入 さ れ る 冷 媒 の 温 度 と 圧 力 を 検 知 し 、 検 知
さ れ た 冷 媒 温 度 と 圧 力 か ら 前 記 圧 縮 機 に 吸 入 さ れ る 冷 媒 の 過 熱 度 を 演 算 し 、 前 記 圧 縮 機 か
ら 吐 出 さ れ る 冷 媒 の 温 度 を 検 知 し 、 演 算 さ れ た 冷 媒 過 熱 度 と 検 知 さ れ た 冷 媒 吐 出 温 度 か ら
運 転 中 の 全 室 内 機 の 膨 張 弁 開 度 増 減 分 の 合 計 を 演 算 し 、 個 々 の 室 内 機 の 室 内 熱 交 換 器 温 度
と 配 管 温 度 を 検 知 し 、 検 知 さ れ た 室 内 熱 交 換 器 温 度 と 配 管 温 度 に 基 い て 個 々 の 室 内 機 の 熱
交 換 器 過 熱 度 を 演 算 し 、 演 算 さ れ た 熱 交 換 器 過 熱 度 に 基 い て 膨 張 弁 操 作 量 を 演 算 し 、 前 記
膨 張 弁 開 度 増 減 分 の 合 計 を 個 々 の 室 内 機 の 能 力 ラ ン ク に 応 じ て 配 分 し 、 配 分 さ れ た 膨 張 弁
開 度 増 減 分 に よ り 前 記 膨 張 弁 操 作 量 を 補 正 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 多 室 空 気 調 和
機 の 膨 張 弁 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 膨 張 弁 開 度 増 減 分 の 合 計 を 個 々 の 室 内 機 の 能 力 ラ ン ク に 応 じ て 配 分 す る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 室 空 気 調 和 機 の 膨 張 弁 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
運 転 中 の 全 室 内 機 の 室 内 熱 交 換 器 温 度 と 該 室 内 熱 交 換 器 温 度 の 平 均 値 と の 差 を 演 算 し 、 前
記 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 が 正 の と き は 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 高 の 室 内 機 に 対
し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 第 １ の 所 定 値 を 乗 じ る と と も に 、 熱 交 換 器 温 度
が 最 低 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 第 １ の 所 定 値 よ り 小 さ い 第
２ の 所 定 値 を 乗 じ る 一 方 、 前 記 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 が 正 で な い と き は 、
熱 交 換 器 温 度 が 最 高 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 第 ３ の 所 定 値
を 乗 じ る と と も に 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 低 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補
正 値 に 第 ３ の 所 定 値 よ り 大 き い 第 ４ の 所 定 値 を 乗 じ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 多 室 空 気 調 和 機 の 膨 張 弁 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 複 数 台 の 室 内 機 を 接 続 し て 冷 房 も し く は 暖 房 サ イ ク ル を 構 成 す る 多 室 空 気 調 和
機 の 膨 張 弁 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 多 室 空 気 調 和 機 に お い て は 、 圧 縮 機 か ら の 冷 媒 吐 出 温 度 に よ り 室 内 膨 張 弁 の 合 計 開
度 を 決 定 し 、 室 内 熱 交 換 器 の 冷 媒 過 熱 度 も し く は 室 温 と 室 温 設 定 値 と の 偏 差 の 大 き さ に 応
じ て 決 ま る 目 標 空 調 能 力 を 設 定 し 、 こ の 目 標 空 調 能 力 に 対 す る 現 在 の 空 調 能 力 の 比 率 の 大
小 に 応 じ て 按 分 し て 個 々 の 室 内 膨 張 弁 へ の 開 度 の 増 減 分 を 決 定 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ２ ８ ９ ８ ３ 号 公 報 （
、 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 多 室 空 気 調 和 機 に お い て は 、 個 々 の 室 内 機 の 過 熱 度 の 適 正 は 判
断 で き る も の の 、 個 々 の 室 内 機 蒸 発 能 力 の 合 計 で あ る 全 体 の 蒸 発 能 力 、 凝 縮 能 力 、 圧 縮 機
能 力 、 減 圧 量 等 の 冷 凍 サ イ ク ル 全 体 の バ ラ ン ス を 吐 出 温 度 だ け で 判 断 す る の は 困 難 で あ り
、 圧 縮 機 吸 入 過 熱 度 を 適 正 に 制 御 す る の が 困 難 で あ る と い う 課 題 を 有 し て い た 。 ま た 、 決
定 し た 室 内 膨 張 弁 の 合 計 開 度 の 配 分 に お い て も 、 接 続 室 内 機 の 中 に 異 な る 能 力 ラ ン ク の 室
内 機 が あ る 場 合 に は 、 室 温 と 室 温 設 定 値 と の 偏 差 及 び 室 内 熱 交 換 器 の 冷 媒 過 熱 度 で は 判 断
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で き ず 、 室 内 機 能 力 に 対 す る 配 分 に 課 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 室 内 機 間 の 配 管 長 差 が 大 き い
場 合 、 圧 力 損 失 に 起 因 す る 能 力 格 差 が 発 生 す る と い う 課 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 有 す る こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 多 室 空 気 調
和 機 の 冷 房 運 転 及 び 除 湿 運 転 に お い て 、 接 続 さ れ て い る 複 数 の 室 内 機 の 中 に 異 な る 能 力 ラ
ン ク の 室 内 機 が 存 在 し て も 、 室 内 能 力 ラ ン ク に 応 じ て 室 内 膨 張 弁 開 度 補 正 量 を 適 正 に 配 分
す る こ と が で き 、 室 外 機 か ら 最 も 離 隔 し た 室 内 機 と 最 も 近 接 し た 室 内 機 に 対 し 膨 張 弁 補 正
値 の 配 分 を 変 え る こ と に よ り 能 力 の 平 均 化 を 図 る こ と が で き る 多 室 空 気 調 和 機 の 膨 張 弁 制
御 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の う ち で 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 能 力 可 変 型 圧 縮 機
と 四 方 弁 と 室 外 熱 交 換 器 と を 有 す る 一 つ の 室 外 機 に 対 し 、 室 内 熱 交 換 器 と 室 内 膨 張 弁 と を
有 す る 複 数 の 室 内 機 が 接 続 さ れ た 多 室 空 気 調 和 機 に お い て 、 冷 房 運 転 あ る い は 除 湿 運 転 時
、 前 記 圧 縮 機 に 吸 入 さ れ る 冷 媒 の 温 度 と 圧 力 を 検 知 し 、 検 知 さ れ た 冷 媒 温 度 と 圧 力 か ら 前
記 圧 縮 機 に 吸 入 さ れ る 冷 媒 の 過 熱 度 を 演 算 し 、 前 記 圧 縮 機 か ら 吐 出 さ れ る 冷 媒 の 温 度 を 検
知 し 、 演 算 さ れ た 冷 媒 過 熱 度 と 検 知 さ れ た 冷 媒 吐 出 温 度 か ら 運 転 中 の 全 室 内 機 の 膨 張 弁 開
度 増 減 分 の 合 計 を 演 算 し 、 個 々 の 室 内 機 の 室 内 熱 交 換 器 温 度 と 配 管 温 度 を 検 知 し 、 検 知 さ
れ た 室 内 熱 交 換 器 温 度 と 配 管 温 度 に 基 い て 個 々 の 室 内 機 の 熱 交 換 器 過 熱 度 を 演 算 し 、 演 算
さ れ た 熱 交 換 器 過 熱 度 に 基 い て 膨 張 弁 操 作 量 を 演 算 し 、 前 記 膨 張 弁 開 度 増 減 分 の 合 計 を 個
々 の 室 内 機 の 能 力 ラ ン ク に 応 じ て 配 分 し 、 配 分 さ れ た 膨 張 弁 開 度 増 減 分 に よ り 前 記 膨 張 弁
操 作 量 を 補 正 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 膨 張 弁 開 度 増 減 分 の 合 計 を 個 々 の 室 内 機 の 能 力 ラ ン
ク に 応 じ て 配 分 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 運 転 中 の 全 室 内 機 の 室 内 熱 交 換 器 温 度 と 該 室 内 熱 交 換
器 温 度 の 平 均 値 と の 差 を 演 算 し 、 前 記 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 が 正 の と き は
、 熱 交 換 器 温 度 が 最 高 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 第 １ の 所 定
値 を 乗 じ る と と も に 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 低 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁
補 正 値 に 第 １ の 所 定 値 よ り 小 さ い 第 ２ の 所 定 値 を 乗 じ る 一 方 、 前 記 室 内 機 単 位 能 力 あ た り
の 膨 張 弁 補 正 値 が 正 で な い と き は 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 高 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ
た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 第 ３ の 所 定 値 を 乗 じ る と と も に 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 低 の 室 内 機 に 対
し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 第 ３ の 所 定 値 よ り 大 き い 第 ４ の 所 定 値 を 乗 じ る
よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に か か る 多 室 空 気 調 和 機 を 示 し て お り 、 一 つ の 室 外 機 ２ に 対 し 複 数 （ 図 １
で は 二 つ ） の 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ が 冷 媒 配 管 に よ り 接 続 さ れ て い る 。 室 外 機 ２ に は 、 冷 媒 配
管 に よ り 順 次 接 続 さ れ た 能 力 可 変 型 圧 縮 機 ６ と 、 四 方 弁 ８ と 、 室 外 熱 交 換 器 １ ０ と 、 室 外
膨 張 弁 １ ２ と が 設 け ら れ る 一 方 、 各 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ に は 、 冷 媒 配 管 に よ り 順 次 接 続 さ れ
た 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ と 室 内 膨 張 弁 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ と が 設 け ら れ て お り 、 複 数 の
室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ は 室 外 機 ２ に 対 し 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 室 外 機 ２ に は 、 室 外 熱 交 換 器 １ ０ に 空 気 を 送 る 室 外 フ ァ ン １ ８ と 、 圧 縮 機 ６ か ら 吐
出 さ れ た 冷 媒 の 温 度 を 検 知 す る 吐 出 温 度 検 知 手 段 ２ ０ と 、 圧 縮 機 ６ に 吸 入 さ れ る 冷 媒 の 温
度 及 び 圧 力 を そ れ ぞ れ 検 知 す る 吸 入 温 度 検 知 手 段 ２ ２ 及 び 吸 入 圧 力 検 知 手 段 ２ ４ と が 設 け
ら れ て い る 。 一 方 、 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ に は 、 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ に 空 気 を 送 る 室
内 フ ァ ン ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ と 、 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 冷 媒 飽 和 温 度 （ 冷 房 ・ 除 湿 運
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転 の 場 合 、 蒸 発 温 度 ） を 検 知 す る 室 内 熱 交 換 器 温 度 検 知 手 段 ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ と 、 室 内 の 配
管 温 度 （ 室 内 熱 交 換 器 出 口 温 度 ） を 検 知 す る 室 内 配 管 温 度 検 知 手 段 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 の 本 発 明 に か か る 多 室 空 気 調 和 機 に お い て 、 冷 房 運 転 及 び 除 湿 運 転 時 に は 、 冷 媒
が 図 １ に 示 さ れ る 矢 印 方 向 に 流 れ る よ う に 四 方 弁 ８ は 切 り 換 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 の 形 態 １ ．
図 ２ は 膨 張 弁 制 御 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 し て お り 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し な が ら 実 施
の 形 態 １ に か か る 膨 張 弁 制 御 方 法 に つ い て 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
室 外 機 ２ に お い て は 、 ま ず ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 能 力 可 変 型 圧 縮 機 ６ よ り 吐 出 さ れ る 吐
出 冷 媒 の 温 度 を 吐 出 温 度 検 知 手 段 ２ ０ に よ り 検 知 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 能 力 可 変 型
圧 縮 機 ６ に 吸 入 さ れ る 吸 入 冷 媒 の 温 度 を 吸 入 温 度 検 知 手 段 ２ ２ に よ り 検 知 し 、 ス テ ッ プ Ｓ
３ に お い て 、 能 力 可 変 型 圧 縮 機 ６ に 吸 入 さ れ る 吸 入 冷 媒 の 圧 力 を 吸 入 圧 力 検 知 手 段 ２ ４ に
よ り 検 知 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 検 知 さ れ た 吸 入 冷 媒 圧 力 に 基 い て 吸
入 圧 力 飽 和 温 度 を 求 め 、 こ の 吸 入 圧 力 飽 和 温 度 と ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 検 知 さ れ た 吸 入 温
度 に 基 い て 吸 入 過 熱 度 を 演 算 す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い
て 検 出 さ れ た 吐 出 温 度 と ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 演 算 さ れ た 吸 入 過 熱 度 に 基 い て 冷 凍 サ イ ク
ル 全 体 を 適 正 に す る 室 内 膨 張 弁 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 開 度 増 減 分 の 合 計 を 演 算 す る と と も に 、
ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 そ の と き に 運 転 中 （ 以 下 、 サ ー モ オ ン と 称 す ） の 全 て の 室 内 機 ４
ａ ， ４ ｂ の 合 計 能 力 ラ ン ク を 演 算 す る 。 な お 、 能 力 ラ ン ク と は 、 各 室 内 機 の 定 格 能 力 等 に
応 じ て 適 宜 設 定 さ れ た 数 値 で あ り 、 例 え ば 馬 力 数 や 定 格 能 力 数 値 等 で 設 定 す れ ば よ く 、 要
す る に 各 室 内 機 の 能 力 の 大 小 の 比 率 を 相 対 的 に 比 較 で き る よ う に 設 定 さ れ て い る も の で あ
れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お け る 演 算 値 を そ の と き の 全 て の サ ー モ
オ ン 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ の 合 計 能 力 ラ ン ク で 除 し て 、 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値
を 求 め 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 個 々 の 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ に お い て は 、 ま ず ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 室 内 熱 交 換 器
１ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 温 度 を 室 内 熱 交 換 器 温 度 検 知 手 段 ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ に よ り 検 知 し 、 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 室 内 配 管 温 度 を 室 内 配 管 温 度 検 知 手 段 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に よ り 検 知 す る
。 次 に ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 検 知 さ れ た 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ
， １ ４ ｂ の 温 度 と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 検 知 さ れ た 室 内 配 管 温 度 に 基 い て 熱 交 換 器 過
熱 度 を 求 め 、 こ の 熱 交 換 器 過 熱 度 に 基 い て 膨 張 弁 操 作 量 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ の 各 々 が 自 己 室 内 能 力 ラ ン ク を 認 識
し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 室 外 機 ２ よ り 送 信 さ れ た 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補
正 値 を 認 識 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 認 識 さ れ た 自 己 室 内 能
力 ラ ン ク に ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 認 識 さ れ た 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 を 乗
じ る こ と に よ り 自 己 室 内 能 力 ラ ン ク に 相 当 す る 膨 張 弁 補 正 値 を 演 算 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に
お い て 、 こ の 膨 張 弁 補 正 値 を ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 演 算 さ れ た 膨 張 弁 操 作 量 に 加 え 目 的
と す る 膨 張 弁 操 作 量 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に し て 、 個 々 の 室 内 膨 張 弁 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 開 度 制 御 を 行 う よ う に し た の で 、 多
室 空 気 調 和 機 の 冷 房 運 転 及 び 除 湿 運 転 に お い て 、 室 外 機 ２ に 接 続 さ れ た 複 数 の 室 内 機 ４ ａ
， ４ ｂ の 能 力 ラ ン ク が 異 な っ て も 、 室 内 能 力 ラ ン ク に 応 じ て 室 内 膨 張 弁 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-16782 A 2005.1.20



開 度 補 正 量 を 適 切 に 配 分 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
図 ３ は 膨 張 弁 制 御 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 し て お り 、 図 １ 及 び 図 ３ を 参 照 し な が ら 実 施
の 形 態 ２ に か か る 膨 張 弁 制 御 方 法 に つ い て 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 室 外 機 ２ に お い て 実 行 さ れ る ス テ ッ プ Ｓ １ ～ Ｓ ７ 及 び 個 々 の 室 内
機 ４ ａ ， ４ ｂ に お い て 実 行 さ れ る ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ～ Ｓ ２ ７ に つ い て は 、 本 実 施 の 形 態 ２ も
略 同 じ で あ る が 、 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 求 め ら れ た 室 内 機 単 位 能 力
あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 は 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ に 送 信 さ れ ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 検 知 さ
れ た 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 温 度 が 室 外 機 ２ に 送 信 さ れ る 点 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 実 施 の 形 態 ２ の 室 外 機 ２ に お い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 個 々 の 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ
か ら 送 信 さ れ た 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 温 度 の う ち 最 高 の 室 内 熱 交 換 器 の 温 度 を 認
識 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 、 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 温 度 の 平 均 値 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 認 識 さ れ た 最 高 の 室 内 熱 交 換 器 の 温
度 と ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 演 算 さ れ た 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 平 均 温 度 と を 比 較 し
、 前 者 が 後 者 よ り ２ Ｋ 以 上 高 い と 判 定 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ の 判 定 が Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 が 正 か ど う か が 判 定 さ れ る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 が 正 と 判 定 さ れ る と （ ス
テ ッ プ Ｓ １ １ の 判 定 が Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 高 の 室 内 機
に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 所 定 値 （ 例 え ば 、 １ ． ５ ） を 乗 じ 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ３ に お い て 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 低 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補
正 値 に 所 定 値 （ 例 え ば 、 ０ ． ５ ） を 乗 じ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 が 正 で は な い と 判
定 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ の 判 定 が Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 熱 交 換 器 温 度 が
最 高 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 に 所 定 値 （ 例 え ば 、 ０ ． ５ ） を
乗 じ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 低 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た
り の 膨 張 弁 補 正 値 に 所 定 値 （ 例 え ば 、 １ ． ５ ） を 乗 じ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ あ る い は ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お け る 演 算 が 終 了 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 移
行 し 、 熱 交 換 器 温 度 が 最 高 及 び 最 低 の 室 内 機 以 外 の 室 内 機 に 対 し 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の
膨 張 弁 補 正 値 を そ の ま ま 設 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ， Ｓ １ ３ ， Ｓ
１ ６ あ る い は ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ， Ｓ １ ５ ， Ｓ １ ６ に お い て そ れ ぞ れ 設 定 さ れ た 膨 張 弁 補 正 値
を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 、 室 内 熱 交 換 器 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 最 高 温 度 と 平 均 温 度 と の
差 が ２ Ｋ 未 満 と 判 定 さ れ た 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ の 判 定 が Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 移
行 し 、 室 内 機 単 位 能 力 あ た り の 膨 張 弁 補 正 値 を 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
個 々 の 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ に お い て は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 、 室 外 機 ２ よ り 送 信 さ れ た 膨 張
弁 補 正 値 に 基 い て 目 的 と す る 膨 張 弁 操 作 量 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 室 外 機 ２ に 接 続 さ れ た 複 数 の 室 内 機 ４ ａ ， ４ ｂ の
室 内 熱 交 換 器 間 の 温 度 差 に 基 い て 室 内 機 間 の 配 管 長 差 を 認 識 し 、 室 外 機 ２ か ら 最 も 離 隔 し
た 室 内 機 と 最 も 近 接 し た 室 内 機 に 対 し 膨 張 弁 補 正 値 の 配 分 を 変 え る こ と に よ り 個 々 の 室 内
機 ４ ａ ， ４ ｂ の 能 力 の 平 均 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 奏 す
る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 多 室 空 気 調 和 の 冷 房 運 転 及 び 除 湿 運 転 に お い て 、 個 々 の 室 内 機 の 熱 交 換
器 過 熱 度 よ り 決 定 し た 膨 張 弁 操 作 量 に 、 吐 出 温 度 と 吸 入 過 熱 度 か ら 全 サ ー モ オ ン 室 内 機 の
室 内 膨 張 弁 開 度 の 増 減 分 を 演 算 し 、 冷 凍 サ イ ク ル 全 体 バ ラ ン ス を 適 正 に で き る 値 を 全 サ ー
モ オ ン 室 内 機 能 力 ラ ン ク で 除 す こ と に よ り 単 位 能 力 あ た り の 補 正 値 を 算 出 し 、 さ ら に 個 々
の 室 内 機 の 能 力 ラ ン ク で 乗 ず る こ と で 室 内 機 の 中 に 異 な る 能 力 ラ ン ク の 室 内 機 が 存 在 し て
も 、 室 内 機 の 能 力 ラ ン ク に 応 じ て 室 内 膨 張 弁 開 度 補 正 量 の 配 分 を 適 正 に 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 接 続 室 内 機 間 に お け る 室 内 熱 交 換 器 温 度 の 差 異 で 室 内 機 間 の 配 管 長 を 認 識 し 、 最 遠
室 内 機 と 最 近 室 内 機 に 対 し 膨 張 弁 補 正 値 の 配 分 を 変 え る こ と に よ り 能 力 の 平 均 化 を 図 る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 多 室 空 気 調 和 機 の 冷 凍 サ イ ク ル 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か る 多 室 空 気 調 和 機 の 膨 張 弁 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か る 多 室 空 気 調 和 機 の 膨 張 弁 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 室 外 機 、 　 ４ ａ ， ４ ｂ 　 室 内 機 、 　 ６ 　 能 力 可 変 型 圧 縮 機 、 　 ８ 　 四 方 弁 、 　 １ ０ 　
室 外 熱 交 換 器 、 　 １ ２ 　 室 外 膨 張 弁 、 　 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 　 室 内 熱 交 換 器 、 　 １ ６ ａ ， １ ６
ｂ 　 室 内 膨 張 弁 、 　 １ ８ 　 室 外 フ ァ ン 、 　 ２ ０ 　 吐 出 温 度 検 知 手 段 、 　 ２ ２ 　 吸 入 温 度 検
知 手 段 、 　 ２ ４ 　 吸 入 圧 力 検 知 手 段 、 　 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ 　 室 内 フ ァ ン 、 　 ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ
　 室 内 熱 交 換 器 温 度 検 知 手 段 、 　 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ 　 室 内 配 管 温 度 検 知 手 段 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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